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蔣経国の総統期における国防建設（1978 ～ 1988） 
―「台湾防衛」型の軍隊への改編と残存する「大陸反攻」の任務―
五
























は じ め に
1．台湾防衛に対する米国の関与と蔣経国の
行政院長期における国防建設































防衛戦力の強化を前に，国府は 1969 年 3 月の
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1981 年 3 月下旬までの公開にとどまっており，
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ている内容であってもその一部が漏れ伝えられ






















































1978 年 6 月 13 日にヴァンス国務長官は 12 月
中旬に中国との関係正常化を公表することで



























なった［Fink1978,12-13］。そして 9月 5 日，米





10 月 26 日，カーターは国府への武器売却を
承認した。ただし，F-5G が試作段階との理由で，
1981 年に共同生産が終了予定の F-5E に改良を
加えて追加生産することになった（注31）。
11 月 6 日，蔣経国はアンジャーに対し，
F-5G の提供が認められなかったことは残念だ
と述べ，将来的に F-5G や F-16 が提供される
ことに期待を示した（注32）。同日，国務省報道官
は F-5E 戦闘機 48 機を国府と共同生産するこ
とを発表するとともに，カーター政権の方針と
して航続距離が中国大陸に到達する F-4 や


















1978 年 12 月 15 日 21 時（台北時間 16 日 10 時），































































































































































































1979 年 7 月 3 日，国防省が連邦議会に対し，







































































































































































































対空ミサイルシステムなど総額 2 億 8770 万ド
ル分の兵器を取りまとめ，1980 年 1 月初旬に
議会へ通知するとともに対外公表することを




























1980 年 2 月，米国政府は，中国への防衛機
器の売却および技術移転について，国内企業に



































































1980 年 11 月 5 日，共和党のレーガンが現職
大統領のカーターを制し，米国の政権交代が決

























































4 月 23 日，CCNAA は，米国国防省が連邦
議会に対して FY82 における 5 億ドル相当の対
華武器売却を提案したことを発表した（注116）。し
かし，米国政府からの公式発表はなかった。そ























































































































117］。そして 8 月 19 日，レーガン政権は連邦
議会に対し，今後 2年から 2年半にわたり，台
湾で F-5E と F-5F を共同生産することを正式
に通知した（注132）。
米国から最新鋭の高性能戦闘機こそ獲得する

























































































た。1985 年 1 月 14 日，第 2 次参謀会同におい
て郝柏村は，各軍種の総司令などに対し，各軍
種が自己本位になり，なにも考えずに一律の割
































5 号」計画の検討が始まった（注146）。そして 7 月






































































































お わ り に
1978 年 5 月 20 日，蔣経国は中華民国第 6 代
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して 1978 年 12 月 15 日 21 時（台北時間 16 日
























































































































（注 5）　「第 1 届国民大会第 5 次会議第 2 次大
会速記録」（台北：立法院国会図書館，1972 年 2
月 29 日，44-46 頁）による。




















氏に対して 2019 年 10 月 22 日に行ったインタ
ビュー。











































aipl/201505055018-1.aspx〉（2015 年 5 月 12 日ア
クセス）。












（注 17）　2017 年 1 月以降，国史館は機密資料
を含む蔣介石に関する档案（「蔣中正総統档案」）
のウェブ公開を始め，同年 4 月末までに当該档




（注 19）　〈国防部〉「令頒国軍 70-79 年度遠程
戦略研究作為訓令希照辦」［67-1910.3-3430-1-1-




















（注 25）　The New York Times1978.“U.S.,in
GesturetoPeking,DropsJetSaletoTaiwan.”1
July.
（注 26）　The New York Times 1978. “U.S.











1977 年度以降，前年 10 月から当年 9 月までと
設定されている。
（注 29）　『中央日報』1978.「美政府已通知国
会售我両億美元武器」8 月 13 日 ;「青年戦士報』
1978.「美国武器一批決定售予我国」8月 17 日.
（注 30）　The  Wa sh i n g t o n  P o s t  1 9 7 8 .
“Nationalist China to BeOfferedNewF5
Fighter.”6September.






（注 33）　The Washington Post1978.“Taiwan
IsOfferedShort-RangeJets,WithMissiles.”7
November;The New York Times1978. “U.S.




11 月 8 日.
（注 35）　Memorandum, “Arms Sales to
Taiwan,”26October1978,FRUS, 1977-1980:




（注 36）　The American Presidency Project 
<https://www.presidency.ucsb.edu/documents/>.
“Diplomatic Relations Between theUnited
States and the People’s Republic of China
UnitesStatesStatement.”15Dec1978.
（注 37）　『中央日報』1978.「蔣総統昨発表厳
正声明向美国提出最厳重抗議」12 月 17 日.
（注 38）　『中央日報』1978.「総統発布緊急処
分事項軍事単位全面戒備維持経済穏定発展増
額中央民意代表選挙延期挙行」12 月 17 日.
（注 39）　『中央日報』1978.「三軍完成全面戦
備随時準備痛撃犯匪」12 月 18 日 ;『青年戦士報』
1978.「警総遵照総統指示加強戒備検肅匪諜」12
月 23 日 ;『中央日報』1979.「国軍迎接新年全面
加強戒備」1月 1日.
（注 40）　中華民国の会計年度は，1999 年以前
は前年 7 月 1 日から当年 6 月 30 日までとなって
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いた。たとえば，1979 会計年度は 1978 年 7 月 1
日から 1979 年 6 月 30 日であり，その下半期が
1979 年 1 月から 6月までとなる。
（注 41）　『中央日報』1978.「国防預算将予増
加経済力求穏定成長」12 月 20 日.
（注 42）　『中央日報』1978.「捐献国防基金各
界響応熱烈」12 月 20 日.
（注 43）　『中央日報』1978.「国庫設立自強救

















器維持軍事合作関係」12 月 29 日.
（注 50）　『中央日報』1978.「総統強調中美未
来関係必須建立在五項原則上」12 月 30 日.






















































（注 70）　1979 年 7 月 1 日の部隊改編について




























強く語っていた（2019 年 8 月時点で彼らは現役
軍人のため，詳細の日時，場所，氏名，階級等
については公表できず）。









施 計 劃 如 附 件， 請 核 備 」［68-0631-3413-2-2-
00044961］.
（注 80）　「蔣経国日記」（1979 年 9 月 1 日）.
（注 81）　「蔣経国日記」（1979 年 10 月）.
（注 82）　『青年戦士報』1979.「国軍全面実兵







（注 85）　1975 年 10 月 10 日の閲兵式において，




















CLUB 業務代表 MR.CONTE 提供洽荷方提供之
潜艦有関資料曁本部研究意見，併貴部『研建潜艦』
















続售我国武器」10 月 16 日.
（注 93）　Memorandum, “Arms Sales to
Taiwan,”19December1979,FRUS, 1977-1980:
Document285.
（注 94）　The New York Times1980.“U.S.to
SellTaiwanDefenseMissile.”4January;『青年
戦士報』1980.「美已政式通知我国継続售我防衛


















Greater Security SoughtHope onHostages






（注99）　The New York Times1980.“7G.O.P.
CandidatesinNewHampshireDebateCriticize
Carter’s Policies; Answers Heard Before
Renewed Call for Gas TaxMoreMilitary
StrengthDenounced ‘PunitiveTaxes’.” 21
February;『青年戦士報』1980.「美国政府重申

















控制体小速高火力強大」10 月 9 日.
（注 108）　『青年戦士報』1980;「雷根函蔣総統
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選中美伝統友誼必更加強」11 月 6 日.
（注 110）　UPI1980.“RayCline, foreignpolicy
advisertoPresident-electRonaldReagan,arrived















（注114）　The New York  Times  1981 .
“Taiwan’sPremeirHopesReaganWill Send
NewArms.”25January.
（注115）　The New York Times1981. “New






（注 117）　The New York Times1981.“Military
Aid forChinaConsideredasHaigPreparesto
VisitPeking.”5June.






美続供我武器」12 月 19 日 ;「白宮発言人重申售




































































（注 134）　〈国防部〉「総長郝上将 72.3.3 第三次






























執 行 綱 要 計 畫 表 請 照 辦 」［74-1930-2392-2-8-
00055325］.


















（注 148）　〈国防部〉「雄風飛弾 101 連担任戦
備已屆乙年」［74-1931.3-74-4-20-00056037］;「一

















などの戒厳令解除は，約 5 年後の 1992 年 11 月
7 日であった。
（注 154）　〈国防部〉「修訂建業演習司令部莒
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復興基地整軍備戦（二）』台北：国防部史政編
譯局，1987 年 3 月.
台湾（新北）国史館蔵『国民革命建軍史第四部：
復興基地整軍備戦（三）』台北：国防部史政編























































月 18 日受領，2020 年 8 月 14 日レフェリーの
審査を経て掲載決定）
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Abstract
Taiwan’s National Defense Development in the 
President Chiang Ching-kuo Era, 1978-1988: Reor-
ganizing the Military for Homeland Defense and 
Maintaining the Mission to Retake the Mainland
Takayuki Igarashi
　　After diplomatic relations were broken off between the US and the Government of the Republic 
of China (GRC) in January 1979, the US enacted the Taiwan Relations Act, which provided the GRC 
with a modicum of assurance from the US about the defense of Taiwan. However, unlike the Si-
no-American Mutual Defense Treaty, the Act did not obligate the US to defend Taiwan. Therefore, 
President Chiang Ching-kuo assumed that the GRC would have to defend Taiwan on its own, and the 
Republic of China (ROC) Armed Forces, which had maintained the posture of retaking the mainland, 
was reformed into a military for homeland defense. The “defensive” weapons provided under the pro-
visions of the Act were selected at the discretion of the US, and were therefore not always appropriate 
for the needs of the GRC. Accordingly, the GRC defrayed its costs through a massive reduction in 
army forces, which remained steeped in the ideology of retaking the mainland. The GRC then pro-
ceeded to modernize the military by establishing an independent development and production system 
for weapons in addition to procuring them from outside the US. Forced to respond to the expiration of 
the Sino-American Mutual Defense Treaty—the biggest security crisis that the nation had faced—
President Chiang Ching-kuo practically “abandoned” the mission of retaking the mainland. However, 
as the military strategy of unity of offensive and defensive remained, the ROC Armed Forces were 
transformed into a military for the defense of Taiwan, with a mission to retake the mainland based on 
this strategy.
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